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Ⅱ：学会報告 
 
① 

「在宅に行くと寿命が短くなる」のか？： 

村上 望1)、澤田幸一郎1)、石黒 要1)、高島留美1)、雨宮陽子1)、藤川泰永1) 

田辺公一2)、菓子井達彦2)、小関支郎3)、森田達也4) 

1) 富山県済生会高岡病院 緩和ケア委員会 

2) 富山大学附属病院 臨床腫瘍部 

3) 高岡医療圏在宅・緩和医療懇話会 

4)  聖隷三方原病院 緩和支持治療科 

第18回 日本緩和医療学会学術大会  平成25年6月22日 横浜 

  

  

② 

在宅緩和ケア地域連携パスの有用性検証を目的としたインタビュー調査： 

田辺公一1)、藤川泰永2)、澤田幸一郎2)、小関支郎3)、石黒 要2)、高島留美2) 

雨宮陽子2)、菓子井達彦1)、森田達也4)、村上 望1) 

1)  富山大学附属病院 臨床腫瘍部 

2)  富山県済生会高岡病院 緩和ケア委員会 

3)  高岡医療圏在宅・緩和医療懇話会 

4)  聖隷三方原病院 緩和支持治療科 

第18回 日本緩和医療学会学術大会  平成25年6月21日 横浜 

  

  

③ 

在宅緩和ケアを受けた患者の予後の比較調査 ～本当に「病院にいた方が長生きする」のか～ 

村上 望1)、田辺公一2)、安田初奈2)、小関支郎3)、森田達也4)、菓子井達彦2) 

1) 厚生連高岡病院 緩和ケア外科 

2) 富山大学 臨床腫瘍部 

3) 高岡医療圏在宅・緩和医療懇話会 

4) 聖隷三方原病院 緩和支持治療科 

第20回 日本緩和医療学会学術大会 平成27年6月19日 於 横浜 
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④ 

在宅緩和ケアに関する地域連携パスの開発・運用と評価実現可能性の調査研究 

村上 望1)、田辺公一2)、安田初奈2)、澤田幸一郎3)、小関支郎4)、森田達也5)菓子井達彦2) 

1) 厚生連高岡病院 緩和ケア外科 

2) 富山大学 臨床腫瘍部 

3) 金沢大学心肺総合外科 

4) 高岡医療圏在宅・緩和医療懇話会 

5) 聖隷三方原病院 緩和支持治療科 

第20回 日本緩和医療学会学術大会 平成27年6月19日 於 横浜 

  

  

⑤ 

在宅緩和ケアにおける在宅看取り要因は何か 

村上 望1)、田辺公一2)、中嶋和仙1)、小関支郎3)、柴田和彦1)、浦上裕美1) 

川上範子1)、高瀬美咲枝1)、森田達也4)、菓子井達彦5) 

1) 厚生連高岡病院 緩和ケアチーム 

2) 名城大学 薬学部 

3) 高岡医療圏在宅・緩和医療懇話会 

4) 聖隷三方原病院 緩和支持治療科 

5) 富山大学附属病院 臨床腫瘍部 

第21回 日本緩和医療学会学術大会 平成28年6月  於 京都 

  

  

⑥ 

在宅緩和ケアにおける緩和ケアチームのアウトリーチおよび地域連携パスの有用性 ―遺族アンケートから― 

中嶋和仙1)、田辺公一2)、小関支郎3)、柴田和彦1)、浦上裕美1)、川上範子1) 

高瀬美咲枝1)、森田達也4)、菓子井達彦5)、村上 望1) 

1) 厚生連高岡病院 緩和ケアチーム 

2) 名城大学 薬学部 

3) 高岡医療圏在宅・緩和医療懇話会 

4) 聖隷三方原病院 緩和支持治療科 

5) 富山大学附属病院 臨床腫瘍部 

第21回 日本緩和医療学会学術大会 平成28年6月  於 京都 

  




